
は じ め に

人類は，海洋において漁業をはじめとするさま
ざまな経済活動を行い，海洋からさまざまな恩恵

を受けてきた．それら人間活動の結果，大型魚類
の資源減少や漂流ゴミ，油流出，PCBやプラス
チックなどによる海洋汚染，多くの海洋生物種の
個体数減少といった問題が発生し，これらはいま
だ拡大を続けている（來生 2007）．
人類が持続的に海洋を利用するためには，生態
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系マネジメントの概念が重要である．生態系マネ
ジメントとは，単に希少あるいは有用な動植物種
のみを個別に保護・管理するのではなく，それら
生物種の生息環境全体（生態系）をその不均一性
と変動性あるいは不確実性を考慮した上で，モニ
タリングとフィードバックを繰り返す順応的な保
全の考え方である（柿澤 2000）．

1）海洋生態系変化および汚染のモニターとしての
海鳥

政策決定者が生態系マネジメントを実行する時，
具体的には生物資源の生息域や資源量を評価した
り，捕獲あるいは利用上限枠を定めたりする時，
生態系の動態について最新の情報に常に気を配る
必要がある (Botsford et al. 1997)．しかしながら，
その最新情報を得るためには，特に海洋において
は多くの経費，時間および労力が必要である．そ
こで，簡便に得られる海洋生態系変化の指標デー
タが必要とされる．海洋生態系の高次捕食者の一
つである海鳥は，海洋生態系変動の生物指標とし
てよく使われる (Cairns 1987, Furness & Greenwood

1993, Furness & Camphuysen 1997, Hilty & Meren-

lender 2000, Parsons et al. 2008, Weimerskirchi

2002)．繁殖期においては，これまでさまざまな外
部環境要因と海鳥の繁殖成功率，餌（給餌物・
量），生残率，行動（繁殖時期，給餌頻度，採餌
範囲など），雛の成長速度，繁殖個体数やその変
動，ボディコンディション，生理学的パラメータ
などとの関係が示され，これら海鳥の繁殖状況，
行動あるいは餌の情報は，餌資源変動や生態系構
造変化の総合的かつ簡便な指標になりうることが
示されている（Furness & Greenwood 1993, Hilty &

Merenlender 2000, Kitaysky et al. 2007, Parsons et al.

2008, および Cairns 1987, Furness & Camphuysen

1997, Weimerskirchi 2002による総説）．また，非
繁殖期における渡りの時期や分布は，その時期に
おける餌資源の分布や密度などに応じて変わるこ
とがよく知られている (Hunt et al. 1996, Shaffer 

et al. 2006)．広い範囲に分布する種では，複数の
繁殖地における繁殖に関するモニター調査や，複
数のエリアにおける渡りに関する調査を同時に行
うことによって，例えば北太平洋や南極海全域と
いった広域の海洋生態系変動やその地理的変異を
モニターすることができるし (Reid & Croxall 2001，
Weimerskirchi 2002，Croxall 2006)，これらの調査
を数十年という長期間で行うことで，中長期的な
気候変化に応じた餌資源量や分布の変化といった

生態系の変動を理解することができる (Croxall

2006)．また，生態系変動に対する海鳥の応答は種
によって異なる（Wilson 1991, Oedekoven et al.

2001, Weimerskirchi 2002, Einoder 2009, 綿貫 2010）
ため，利用する餌生物の栄養段階が異なる複数の
海鳥種が同所的に繁殖したり，同じ海域を渡りの
ルートに利用したりする場合などでは，それらの
種ごとの繁殖や渡りについての情報を得ることで，
周辺海域の総合的なモニターが可能である
(McLaren 1982, Camphuysen et al. 2006)．
海鳥は，海洋環境汚染の発生状況あるいはそれ
が生態系におよぼす影響の指標としても有効であ
ることが指摘されている (Furness & Camphuysen

1997, Helgason et al. 2008, Pereira et al 2009)．海岸
に漂着した海鳥死体の体外部，特に羽などへの油
の付着によって，汚染の有無あるいはその生態系
への影響の時間的あるいは空間的な差異がわかる
(Furness & Camphuysen 1997, Ford 2006)．油汚染
などの発生状況やそれが生態系に与える影響を知
るために，海岸に漂着した海鳥の死体を拾い歩く
調査（海岸漂着海鳥調査，“Beached bird survey”）
の手法は古くから確立され，世界中で利用されて
きた (Furness & Camphuysen 1997, Ford 2006)．近
年では，それら死体の外部情報から油汚染の発生
状況を知るだけでなく，漂着した海鳥を解剖し，
生理状態などの内部状態から海洋の異常を探った
り（Oka & Okuyama 2000, 新妻ら 2001），各組
織・器官に蓄積された汚染物質量を測ることで，
海洋汚染の時空間的パターンを理解したりする試
みもされている (Furness & Camphuysen 1997,

Teuten et al. 2009)．

2）人間活動による海鳥個体数の減少

生物量が多く（綿貫 2010），海洋生態系の重要
な構成員の一つである海鳥は，人間活動の影響に
よってその個体数を大きく減少させている．世界
に生息する 350種ほどの海鳥のうち 90種ほどが
IUCN（国際自然保護連合）のレッドリストに
載っている (IUCN)．
海鳥は，食料や羽毛として古来より人類に利用
されてきた．縄文人にとって海鳥はかなり重要な
食料であったらしい．イヌイットは海鳥の卵を食
料として採取し，親鳥の羽毛を衣服の装飾に用い
た．こういった生活のための食料や衣類としての
小規模な利用が海鳥の絶滅に関与したかははっき
りしないが，大規模な商業的利用が海鳥の絶滅を
招いた例が知られている．オオウミガラス Pingui-
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nus impennisは，17世紀まではスペイン，カナダ
沿岸からアイスランドを含む北大西洋の広い範囲
に繁殖地があった (Nettleship & Evans 1985) が，18

世紀の大航海時代に食料としてあるいは油をとる
ために盛んに捕殺されその数は急減し，1844年ア
イスランドのエルデイ岩礁において，博物館の標
本用にと 2羽の成鳥が採取され，卵が壊されたの
を最後に絶滅した．わが国の鳥島で繁殖している
アホウドリ Phoebastria albatrusはかろうじて絶滅
をまぬがれたが，1800年代後半羽毛業者によって
毎年十数万羽が殺され羽毛が 100トン単位で輸出
され，1949年には絶滅したと考えられていた（長
谷川 2003）．
近代になり，このような大規模で盛んな海鳥の
狩猟や採集は行われなくなったが，かわりに，漁
業による海鳥類の混獲が，それらの個体数減少の
原因となっている．1970�1980年代には北太平洋
で大規模なサケ・マス遠洋流し網（外洋において，
幅 12 m長さ 10 kmから 20 kmの魚網を潮流や風
力にまかせて流し，サケ・マスを絡めて捕獲する
漁法）行われ，年間 10�20万個体程度から 50万
個体程度の海鳥がそれに絡まって混獲された（Ogi

1984，藤田・樋口 1991）．それもふまえ，北太平
洋における遠洋流し網は国連決議によって 1992年
に禁止となった．その後，わが国は，オホーツク
海などのロシアの 200海里排他的経済水域内にお
いて入漁料を払って，サケ・マス流し網漁業を毎
年合法的に行っている．その漁業によってこの海
域で混獲された海鳥は，1993�1997年の 5年間で
ミズナギドリ類 34万羽，ウミガラス類 20万羽，
エトピリカ Fratercula cirrhata 11万羽などとされて
いる（Artyukhin & Burkanov 2000）．南米のフォー
クランド諸島周辺での 157日間のトロール漁（長
さ 25 mほどの袋状の魚網を船で曳いて航行するこ
とで魚を捕獲する漁法）で，1,500羽以上の海鳥
が混獲された報告があるが，その実態は不明な点
が多くより詳しい調査が必要とされている（Sulli-

van et al. 2006）．南米アルゼンチン沖では，延縄
漁（船から 1本の長い幹縄とそこに付けた多数の
枝縄を流し，枝縄の先端に付いた釣り針で魚を釣
獲する漁法で，幹縄は長いもので 100 kmを超え
る）により，アホウドリ類を含む海鳥が年間最大
で 12,284羽混獲されている (Schiavini et al. 1998) ．
混獲は，これら混獲された動物の個体数変動にも
影響し，時としてそれらの生物種を絶滅の危機に
追いやることもあることが次第に認識され始めて
いる (Ogi 2008, Cury & Miserey 2008)．そのため，

これらを防ぐ国際的な取り組みが必要とされてい
る．

3）日本における海鳥

日本は四方を海洋に囲まれた島国であり，食料
の多くを海洋に依存するだけでなく，文化的ある
いは商業的にも海洋との関わりは特に強い．我が
国では，2007年 4月に公布された海洋基本法には
200海里経済水域内と沿岸地域の総合的管理がう
たわれている（海洋政策研究団 2007）．沿岸地域
を含む海洋の総合的管理とは，持続可能な経済活
動の発展と海洋環境の保全の両立，つまり生態系
マネジメントを意味するだろう．これを達成する
ために，我が国周辺における海洋生態系の動態を
監視することが必要とされる．
海鳥類は，魚を捕獲するためにそれらが集まる
ことで，魚群の来集，種類，およびその移動を知
らせるため，漁業者にとっては古くから身近な存
在であった（百瀬 1995，高橋 2000）．しかし，他
国と比べて海鳥の繁殖パラメータや渡りデータの
収集体制は整っておらず，海鳥が海洋環境変動の
指標として有用であること，またその利用法につ
いても理解は不十分である．海岸漂着海鳥調査は
比較的盛んに行われている地域もあるが（油汚染
国際ワークショップ実行委員会ら 2006），全国的
に見ればその手法や得られたデータの解釈につい
て人々の理解は十分であるとは言いがたい．食料
として水産資源を多く利用する我が国では，世界
中の海で漁業活動を行っている（水産庁）．日本
の遠洋漁業，特に延縄漁によってアホウドリ類の
混獲が高頻度に起こっており，国際的にもその対
策が強く求められていることを認識する必要があ
る．
本総説では，まず，海鳥が果たす生態系変動の
生物指標としての役割やその重要性を示すため，
第一に，海鳥の繁殖に関する情報と気候変化や漁
業活動による海洋生態系変動との関係を示し，海
鳥がそれら変動のよい指標になることを示す．二
番目として，海鳥が海洋油汚染やその他の化学物
質汚染の発生や被害の拡大状況を表す指標となる
ことを示す．次に，人間活動，とりわけ漁業活動
が海鳥に多くの脅威をもたらしていることを示す
ため，アホウドリ類が混獲によりその個体数を大
きく減少させていることを例としてあげ，その保
全策について紹介する．さらに，我が国における
海鳥の現状を示し，その保全のためにモニタリン
グが不可欠であることを示す．最後に，海鳥保全
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ネットワークの形成およびデータベース構築の必
要性について述べる．

海鳥を利用した海洋生態系変動モニタリング

気象衛星などによって，気候などの物理的環境
の変化は広域的かつ連続的に測定されているが，
それらの観測データは直接海洋生態系の変動を反
映するわけではない．生態系マネジメントにおけ
る生態系変動の監視では，環境の変化による人間
の利用対象生物（漁獲対象種や商業的有用種）の
動態を知ることを目的に行われるため，それらの
指標として物理データよりも生物データを利用す
るのが妥当である．特に生態系において高次の栄
養段階に位置する生物は，その時空間スケールに
おいて起こった全ての生態系変動の影響を反映し
得る．大型魚類，海鳥や海棲哺乳類は，①沿岸か
ら外洋までの広大な範囲を採餌や繁殖のために利
用する，②海洋生態系において高次の栄養段階に
位置し，さまざまな餌生物を利用するため，海洋
生態系全体の変化の影響を受けやすいといった理
由から，海洋生態系変動の指標として優れている．
なかでも海鳥は他の海洋高次捕食者に比べ観察し
やすく,また集団で営巣するため，安い経費で短期
間の内に多くの個体の繁殖状況や餌の情報を得る
ことができるなど,海洋生態系変動の指標として数
多くの利点を保有する（Furness & Camphuysen

1997, Mössner & Ballschimiter 1997, Beckmen et al.

1999, Piatt et al. 2007, Durant et al. 2009による総
説）．
これらの利点を示す実例について紹介しよう．
気候変化による海洋生態系変動の例として有名な
のが，海洋レジーム・シフトである．海洋レジー
ム・シフトは，10から数 10年の長いスケールで
北太平洋全域においておこる水温の位相変化とそ
れに伴う海洋生態系変動である（青木ら 2005，川
崎ら 2007）．レジーム・シフトによって北太平洋
は，海水温が温暖なレジーム期と寒冷なレジーム
期とを交互に繰り返している (Yasunaka & Hanawa

2002, Sakurai 2007)．レジーム・シフトはさまざま
な生物の成長や再生産に影響し，これらの生物の
資源量を変動させたり生態系全体の構造を変化さ
せたりする（Sakurai 2007）．北太平洋西部では,レ
ジーム・シフトによって優占魚種がマイワシ類
Sardinops spp. に代表される冷海性魚種からカタク
チイワシ類 Engraulis spp. に代表される暖海性魚種
に入れかわる魚種交替がおこった（Chaves et al.

2003，青木ら 2005）．これら餌生物の変動や生態

系構造の変化を高次捕食者はよく反映する．北
太平洋西部におけるミンククジラ Balaenoptera 

acutorostrata では温暖レジーム期の時はマサバ
Scomber japonicusやカタクチイワシ E. japonicusを
食べるのに，寒冷レジーム期になると餌中のマイ
ワシ S. melanostictusの割合が増える．北太平洋親
潮域（特に陸奥湾）では，マダラ Gadus macro-

cephalus の漁獲量が寒冷レジーム期から温暖レ
ジーム期への移行に伴い 7 0 % 以上減少した
（Chaves et al. 2003, 青木ら 2005，Sakurai 2007）．
海鳥では，北海道天売島に繁殖するウトウ
Cerorhinca monocerataの育雛期における餌が，
1980年代前半にはマイワシであったが，1980年代
後半からカタクチイワシへと急激に切り替わり，
周辺海域における魚種交替をよく反映した（綿貫
1998，Deguchi et al. 2004）．アラスカ湾では，温
暖レジーム期から寒冷レジーム期への以降に
ともない，5種の海鳥の餌が，カラフトシシャモ
Mallotus villosusか ら ス ケ ト ウ ダ ラ Theragra

chalcogrammaへと急激に切り替わり，同海域にお
ける優占魚種や生態系構造の変化をよく反映した
（Piatt et al. 2007による総説）．
海洋生態系変動は,物理環境の変化だけでなく人
間活動（漁業）によって引き起こされる場合もあ
る（Boyd et al. 2006, Montevecchi 2002）．海鳥は,

漁業によるある特定の魚類資源の減少が高次捕食
者に及ぼす影響の指標にもなる．北海では，過剰
な商業的漁業（対象：イカナゴ Ammodytes mari-

nus）が海洋生態系に与える影響を，ミツユビカモ
メ Rissa tridactylaの繁殖成功から計り知ることが
できる (Frederiksen et al. 2004)．同海域では，それ
ら商業的漁業による資源の枯渇防止のため，2000

年よりイカナゴ漁が禁止された．禁漁以降，ミツ
ユビカモメの繁殖成績は，禁漁前の 2倍ほど高く
なり，それらの漁業がイカナゴの資源量だけでな
くそれを餌とする高次動物にも間接的に深刻な影
響をおよぼすことが明らかとなった（Frederiksen et

al. 2004）．南アフリカや中南米沿岸においても，
特定魚種への商業的な過剰漁獲が，ケープシロカ
ツオドリMorus capensis，その他のカツオドリ類や
ウ類の個体数激減の一因になることが知られてい
る（Montevecchi 2002による総説）．
ここまで，海鳥を生物指標に用いる有用性を示
してきたが，海鳥を生物指標として使用する場合，
注意しなければならないこともある．Durant et al.

(2009) は，海鳥を用いる際の考慮すべき点として
主に以下の 4つをあげている．①海鳥の繁殖パラ
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メータは複数の環境要因や生物的要因（捕食や寄
生）の影響を受ける．そのため，海鳥の繁殖パラ
メータが生態系の変動をよく反映するからと言っ
て，逆に海鳥の繁殖パラメータに何かしらの変化
が起こった時に常に生態系に変動が生じているわ
けではない．②生態系の構造によっては，海鳥に
よる捕食圧が生態系変動の主要因となることがあ
り，その場合海鳥は指標としてふさわしくない．
③生態系の変動と海鳥の繁殖パラメータとの間に
タイムラグがある．④生態系変動に対し個体が可
塑的応答をすることがある．これらは，海鳥を指
標にする際に，以下の点について考慮すべきこと
を示している．①海鳥が何れの時空間スケールに
おける何れの要因の指標となるかを明確にしなく
てはならない．そのためには，事前に海鳥の繁殖
生態や採餌生態についての基礎的知見を得てその
種が指標としてふさわしいかどうかを判断する必
要がある．②指標として使う際には適切な個体数
を用いらなくてはならない．しかしながら，これ
らの点に注意しさえすれば，海鳥は非常に優れた
生態系変動の指標となる．

海鳥を利用した海洋汚染のモニタリング

海鳥は，生態系変動の指標だけでなく，海洋に
おける油汚染，重金属汚染あるいは PCBなどの微
量化学物質による汚染の指標にもなる (Furness &

Camphuysen 1997, Cifuentes et al. 2003, Helgason et

al. 2008)．海洋油汚染の主な原因は，タンカーや
パイプラインからの油の流出，海中油田などから
の自然状態における油の染み出し，陸上起源の油
の河川からの流入，海底油田掘削時や油田施設施
工時の油の流出などがあげられる (Furness & Cam-

phuysen 1997)．このうち，パイプラインの損傷や
タンカー座礁など以外の，事故などの原因がよく
わからない油汚染のモニターとして海鳥は有用で
ある．ヨーロッパでは，油が付着した海鳥につい
ての報告が，19世紀終わりからされている (Gray

1871, Mothersole 1910)．船舶の往来の多い海域で
あるカナダのニューファンドランド島の周辺では，
船からの違法な油の投棄による汚染で多くのウミ
ガラス Uria aalge，ハシブトウミガラス U. lomvia

やヒメウミスズメ Alle alleが死体として漂着した
ことが示されている (Wiese & Ryan 2003, Wiese &

Robertson 2004)．海洋における油汚染は航空機に
よるセンサスによっても監視できるが，航空セン
サスはこういった海岸漂着海鳥調査よりもずっと
多くの経費がかかる上，例えば北太平洋全体と

いった広範囲をいっせいに調査する際には海岸漂
着海鳥調査の方がより実用性が高い (Furness &

Camphuysen 1997)．したがって，海洋における油
汚染の監視や，その生態系へのリスク評価におい
て，海岸漂着海鳥調査は簡便で大変有効な手段と
いえる．民間レベルでの海岸漂着海鳥調査実施の
重要性については，最終章で詳しく述べる．
海岸に漂着した海鳥の羽を分析することで，食
物連鎖を通じて海鳥の体内に蓄積されたカドミウ
ムや水銀などの重金属の量を測定することができ，
海洋生態系の重金属による汚染状況を知ることが
できる (Dahlmann et al. 1994, Camphuysen 1995,

Furness & Camphuysen 1997)．イギリス南西部およ
びアイルランドでは，ニシツノメドリ F. arcticaの
羽に蓄積された水銀の濃度がこの 100年間に大幅
に上昇しており，海洋生態系の水銀汚染が近年深
刻化していることが明らかになっている (Thomp-

son et al. 1992b, Furness & Camphuysen 1997)．ア
イスランド北西部，スコットランド東部，シェッ
トランド諸島，ノルウェー北東部において，フル
マカモメ Fulmarus glacialis，ミツユビカモメ，オ
オハシウミガラス Alca torda，ハシブトウミガラ
ス，ウミガラス，ニシツノメドリの羽に蓄積され
た水銀濃度が測定され，いずれの種においてもア
イスランド北西部で高い濃度の水銀が検出されて
いる (Thompson et al. 1992a, Furness et al. 1994,

Furness & Camphuysen 1997)．この結果は，海洋
の水銀汚染は必ずしも工業化が進んだ地域で深刻
化するわけではなく，水銀による海洋生態系汚染
には大気や海流による物質輸送・循環が影響して
いることを示唆している (Furness & Camphuysen

1997)．
近年，油汚染や水銀汚染に加え，ポリ塩化ビ
フェニル (PCBs)などの残留性有機汚染物質 (Per-

sistent Organic Pollutants: POPs) による海洋汚染が
深刻化している（Borga et al. 2005, 日本水産学会
2007）．海洋生態系の高次捕食者である海鳥は，
それらの汚染の指標にもなりうる (Cifuentes et al.

2003, Helgason et al. 2008)．北海と大西洋北東部
で繁殖するシロカツオドリM. bassanusにおいて，
卵に含有される PCBsの濃度が 14年にわたって計
測され，近年これら物質による海洋汚染の深刻化
やその地域間での差が明らかとなった (Pereira et

al. 2009)．これらの測定は採血や卵の採取など，
海鳥にいくらかの負担を強いることになるが，近
年では，鳥を殺傷することなく鳥体内の汚染物質
濃度をモニターするために，尾腺ワックスを使っ
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た汚染物質の計測法が確立されている (Yamashita

et al. 2007)．尾腺ワックスとは，尾腺から分泌さ
れる脂質で，主に脂溶性の汚染物質が溶けている．
この手法を用いて，北極から南極までの広範囲に
生息する海鳥 14種（66個体）の尾腺ワックスが
採集され，体内の残留性有機汚染物質濃度が測定
されている（高田秀重 未発表）．その結果，全て
の種から POPsが検出され，汚染が地球全体に広
がっていることが確認された．
プラスチックの生産量は近年爆発的に増加し

（根本ら 1995），海洋のプラスチック汚染が深刻化
している（Day & Shaw 1987, 小城ら 1999）．海洋
生物，特に海鳥がプラスチックを摂食しているこ
とは多くの論文で報告されている（Laist 1997,

Auman et al. 1998, 小城）．近年では，海鳥が摂食
しているプラスチックの量や種類を，その生息海
域のプラスチック汚染の指標として利用する試み
がなされている（山下　麗 私信）．
プラスチック摂食による野生動物への影響とし
ては，これまでプラスチックによる消化管の閉塞
(Baird & Hooker 2000)，潰瘍 (Fry et al. 1987)，あ
るいは内部器官の穿孔 (Mascarenhas et al. 2004) な
どの物理的な影響が問題とされてきた．しかし，
海洋プラスチックゴミ，特にレジンペレット（プ
ラスチック製品の中間材料）にはさまざまな有害
化学物質が含まれていることが最近の研究から明
らかになり，それらに起因する生化学的な影響も
懸念されている (Teuten et al. 2009)．レジンペレッ
トは，輸送や加工の過程で環境に漏出し，世界の
海に広がっている（小城ら 1999）．近年，レジン
ペレットの表面から PCBs，炭化水素類，有機塩
素系農薬 (DDTs, HCHs)，臭素系難燃剤 (PBDEs)，
フェノール系環境ホルモン（ノニルフェノール，
ビスフェノール A）が数 ng/g�数 mg/gのレベルで
検出されている（Mato et al. 2001, 間藤ら 2002，
Endo et al. 2005, Karapanagioti & Klontza 2008）．こ
れら有害化学物質は，プラスチックの表面の親油
性のために周辺海水中から吸着して濃縮されたも
のと，もともとプラスチックの生産・加工時に配
合された添加剤に由来するものと考えられている
(Endo et al. 2005, Karapanagioti & Klontza 2008)．
これらの有害化学物質がプラスチックを摂食した
生物組織へ移行し，生物に悪影響を与えることが
懸念されている (Teuten et al. 2009).

海洋中のレジンペレットからそれを摂食した海
鳥への汚染物質の移行を調べるために，オオミズ
ナギドリ Calonectris leucomelasの雛へのレジンペ

レットの摂食実験が行われた (Teuten et al. 2009)．
この実験では，東京湾で採取された比較的高濃度
の PCBsを含有するレジンペレットが，実験の初
日のみ餌（イカナゴ）と混ぜて雛に与えられ，そ
の後の実験期間（42日間）は餌のみが与えられ
た．その結果，東京湾のレジンペレットを摂食さ
せた実験区では実験のはじめの 7日目で尾脂腺油
中の PCB濃度が増加した個体がいくつか認められ
たが，コントロール区（レジンペレットの摂食以
外は実験区と同様の餌量が与えられ，同様の処置
がなされた雛）ではそのような増加は認められな
かった．また，海鳥の雛が餌経由でも有害化学物
質に曝露されていることが示唆されており (Teuten

et al. 2009)，これは地球生態系全体が有害化学物
質で汚染されていることの危険性を示している．

漁業による混獲と海鳥の保全：
アホウドリ類を例として

アホウドリ類は，ワタリアホウドリ属 Diomedea，
キタアホウドリ属 Phoebastria，モリモーク属 Tha-

lassarcheとハイイロアホウドリ属 Phoebetriaの 4

属の 24種からなる (Robertson & Nunn 1998)．これ
らアホウドリ類の全 24種が IUCNのレッドリスト
に入っており，海鳥の中でもアホウドリ類は絶滅
の危険性が特に懸念されるグループである．アホ
ウドリ類の繁殖地の多くは，南半球の離島にあり，
数は少ないが北太平洋にも存在し (Warham 1990)，
アホウドリ類が繁殖する国は 11ヶ国ある．日本に
は固有種であるアホウドリを含め 3種のアホウド
リ類が繁殖する．アホウドリは，先に述べた通り，
一度絶滅が報告されたほどに数を減らした．また，
クロアシアホウドリ Phoebastria nigripes，コアホ
ウドリ Diomedea immutabilisも日本国内における
繁殖地は，小笠原諸島の一部や鳥島に限られ，そ
の繁殖個体数も少ない (Brooke 2004)．そのため，
日本はアホウドリ類の保全を進めていく上では重
要な国の一つである．
アホウドリ類は，海表面のイカ類や魚類などを，
表面に浮いてついばんだり空中から飛び込んだり
して食べるほか，浅い潜水をしたり，投棄された
残飯などをあさったりする (Shealer 2002，Prince &

Morgan 1987)．人工衛星をつかったアルゴスシス
テムや装着型ジオロケーターによる追跡によって
(Croxall 1997，Phillips et al. 2004)，亜南極のバー
ド島で繁殖するマユグロアホウドリ Thalassareche

melanophyrysは，2つの海流の境界に位置し生物
生産量が非常に高く漁業が盛んに行われる海洋の
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フロント領域で，ハイガシラアホウドリ Phoebetria

fuscaは，大陸棚で採食し (Prince et al. 1998)，後
者は繁殖終了後に南半球全域を利用することなど
が明らかとなった (Croxall et al. 2005)．ここでは，
アホウドリ類の個体数激減の原因とその対策につ
いて紹介する．

1）アホウドリ類の現状

アホウドリ類は世界の多くの繁殖地において繁
殖数を減らしている (Gales 1998)．サウス・ジョー
ジア島で繁殖するワタリアホウドリ Diomedea exu-

lansは，1960–1997年までは，年間 1%の減少率
が，1998–2004 年では年 4% を超える減少率と
なった (Croxall et al. 1990, Poncet et al. 2006)．ハイ
ガシラアホウドリでは年約 3%，マユグロアホウド
リでは年 4%を超える減少率であった (Poncet et al.

2006)．このサウス・ジョージアでの繁殖数減少の
原因であるアホウドリ類の親鳥と亜成鳥の生存率
の低下は，特に，ブラジル，ウルグアイとアルゼ
ンチン沖でのマグロ延縄によって，混獲されてい
ることに原因があった (Croxall et al. 1998, Neves &

Olmos 1998, Schiavini et al. 1998, Stagi et al. 1988,

Phillips et al. 2008)．他の海域でもアホウドリ類の
延縄による混獲が大きな問題となっている．オー
ストラリアの漁業許可海域における 1992年 4月か
ら 1995 年 3 月の期間に日本延縄漁船により，
9,388羽の海鳥が混獲され，78%がアホウドリ類
であった (Klaer & Polacheck 1997)．ニュージーラ
ンド海域においては，日本マグロ延縄漁船によっ
て，1988–1992年の期間で 9,279羽の海鳥が混獲
され，アホウドリ類とミズナギドリ類の割合が高
かった (Murray et al. 1993)．Brothers (1991) は，南
氷洋において日本の延縄漁船により少なくとも年
間で 44,000羽のアホウドリ類が混獲されていると
している．北太平洋でも，年間 100,000羽のクロ
アシアホウドリが混獲されている (Schiavini et al.

1998, Lewison & Crowder 2003)．世界でどれだけの
アホウドリ類が混獲によって殺されているのか正
確な数字は分からないが，延縄漁により年間
300,000羽以上の海鳥が殺され，アホウドリ類は
100,000羽含まれるとされている (Brothers et al.

1999, Gales 1998, Lewison & Crowder 2003)．
こうしたことから，アホウドリ類の主な死亡原
因の一つは，サウス・ジョージアにおけるワタリ
アホウドリ，ハイガシラアホウドリ，およびマユ
グロアホウドリの繁殖数減少の例で示された通り，
延縄漁による混獲にあると考えられる．アホウド

リ類は，クラッチサイズが 1であり，多くは 2年
に 1回しか繁殖しないが，その寿命は 50年以上と
長い (Croxall et al. 1998)．このように，アホウドリ
類はほかの海鳥に比べ，寿命が長く繁殖速度が遅
い (Croxall 1987, Weimerskirch 2002) ので，個体数
が減少しているもっと大きな原因は，親鳥と亜成
鳥の生存率の低下である．しがって，混獲の問題
を解決しなければ，アホウドリ類はいつか地球上
から絶滅してしまう恐れがある．また，南氷洋で
は，マゼランアイナメ Dissostichus eleginoidesの
IUU漁船（Illegal, Unreported and Unregulated：違
法・無報告・無規制の略で，国際的な資源管理の
枠組みを逃れて操業する漁船）によって混獲され
ていることも報告されており (Nel & Taylor 2003)，
その管理や規制の困難さがうかがえる．日本国内
で繁殖するアホウドリは，国際自然保護連合の絶
滅危惧 II類に指定されているが，伊豆諸島の鳥島
では順調に繁殖数を回復させている（長谷川
2003）．しかし，本種の海上での死亡原因となる
混獲についてはわが国の取り組みは不十分である
（出口 2009）．その一方，アメリカでは 1993–2004

年の間，ベーリング海などでのアホウドリの混獲
が少なくとも 12羽あったとされており，底延縄漁
業によりアホウドリが 2年間で 4羽の混獲があっ
た場合には，漁場を閉鎖するという決定が下され
ている (NMFS 2006)．

2）延縄による混獲の軽減策

延縄による混獲を防ぐための方法がいくつか提
案されている (Brothers et al. 1999, Lokkeborg &

Robertson 2002, Melvin & Parrish 2002)．アホウド
リ類の混獲は，投縄直後の餌が沈まずに海面上を
漂う，船尾から数十メートルの範囲でおこる．そ
の範囲から鳥を遠ざけるには，吹き流しを用いる
のが効果的な方法である．吹き流しとは，船尾か
ら延縄へ鯉のぼりの吹き流しのようなものを海面
へたらし，海鳥が延縄へ侵入できないようにする
器具である．吹流しは，一本であれば，死亡率を
80%以上削減させることができ，二本では 95%以
上削減させることができる．また，延縄に十分な
重りを付け，餌を早く沈ませる方法も有効である．
2002年と 2003年冬期のニュージーランドのキン
グクリップ Genypterus blacodes漁において重りを
つけた延縄が用いられ，この延縄は重りをつけな
かった延縄よりも水深 2 mまでは 2.8倍早く沈降
し，水深 20 mまでは 2.2倍早く沈降した (Robert-

son et al. 2006)．その結果，重りをつけた延縄での
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操業では，重りをつけなかった延縄での操業時よ
り，ノドジロクロミズナギドリ Procellaria ae-

quinoctialisの混獲を 2002年は 98.7%，2003年は
93.5%，ハイイロミズナギドリ Puffinus griseusの混
獲を 2003 年に 60.5% 減少させることができた
(Robertson et al. 2006)．2005年のアラスカ，ベー
リング海におけるマダラ漁では，重りと吹き流し
とを組み合わせた延縄が使用され，この延縄での
操業時には何もつけていない通常の延縄での操業
時よりもカモメ類やフルマカモメ類の混獲を
100%，ミズナギドリ類の混獲を 97%減らすこと
ができた (Dietrich et al. 2008)．トロール漁におい
てもこの混獲防止の手法が取り入れられている
(Bullo 2007)．また，アホウドリ類は昼行性なので
夜間に延縄の仕掛けを海に設置する，繁殖中の鳥
を守るため漁期を制限する，そしてすべての船団
に監視者を乗船させるという取り組みが行われて
いる (Croxall 2008)．サウス・ジョージア島のマゼ
ランアイナメの延縄漁の例では，この取り組みが
規制法案として導入される前は，毎年 6,000羽の
アホウドリ類が混獲されていたが，規制後はほと
んど混獲されなくなった (Otley et al. 2007, Croxall

2008)．
海鳥の混獲を減らすことは，海鳥の保全に効果
的であるばかりではない．針から海鳥の死体をは
ずすという作業を減らすこと，海鳥に餌を奪われ
なくすること，漁具の維持・管理の手間を減らす
ことなどといった直接的な漁業者の利益にもなる
のである．こういった取り組みは，アジア地域に
おいて今後特に重要となる．日本，台湾，韓国の
船団は南洋においてマグロ延縄の漁の主要国と
なっているからである．こういった解決策を他の
海域，特に，マグロ漁のさかんな公海と排他的経
済水域に適用するためにはどのようにすれば良い
のだろうか？　世界の海洋は，さまざまな漁業管
理組織によって海域ごとに管理されているため，
まず，どの管理組織がどの海域を管理しているの
かを正確に特定する必要がある．そのうえで，国
際的な指導者のチームが漁業者に混獲防止予防策
の実演をし，海上と沿岸でのトレーニングを行い，
この活動を全世界の混獲が多発する海域に適用す
ることが重要である．現在，この活動の適用範囲
は，ブラジル，チリ，南アフリカをはじめ，アル
ゼンチン，ウルグアイ，ナミビアへと広がってい
る．この活動の成果として，吹き流しの強制使用
の規制導入，南アフリカ，アジア船団による混獲
上限数の規制導入，国際的認可の普及が進みつつ

ある．また，規制導入後の著しい混獲の減少が認
められている (Croxall 2008, Bird Life International

a)．
一方で，研究者が行うべきことは，アホウドリ
類の移動ルートの把握やデータベースの構築，そ
してこれら移動ルートと漁場との重複域の把握の
2点である．11カ国から 57人の科学者が 28種の
データを持ち寄り，世界のミズナギドリ目の移動
ルートデータベースの構築ができた (Bird Life In-

ternational b)．これにより，アホウドリ類の繁殖期
の移動ルートと延縄漁の重複箇所も明らかとなっ
た．これらのデータベースを基に各海域での延縄
漁の規制導入についてのガイドラインを示し，ア
ホウドリを含む海鳥に対する漁業影響評価が行わ
れている．マグロ漁が主に行われている公海では，
まだ問題はあるが解決のために作業は行われてい
る．
排他的経済水域でも公海と同様の混獲予防策の
実施が期待される．公海よりも多くの漁業者に
よって小規模な漁業が行われている排他的経済水
域では，漁業管理者と漁業者との連携がさらに重
要となるだろう．
結論として，特定の漁業に特化した混獲予防策
というものは確かに存在する．近年，海鳥の渡り
ルートや海鳥が餌場としてよく利用する海域の特
定が進みつつある．混獲予防策は国際的な海洋に
関する組織のもとで，必要なことと認められつつ
ある．今後，混獲予防策の施策義務は世界的にき
わめて大きくなっていくだろう．

日本における海鳥のモニタリング

ここまで，海鳥は海洋生態系変動や海洋汚染を
知るための指標として優れていること，海鳥は人
間活動によってその生存が脅かされており，保全
が必要であることを示した．この章では，我が国
における海鳥の現状を示し，その保全のためには
モニタリングが不可欠であることを示し，多くの
人々によって実施が可能なモニタリング手法をい
くつか提案する．
海鳥の群は，漁業者にとっては魚群の到来，種
類や移動の手がかりとなる．そのため，古くから
海鳥類は漁業を行うための大切な存在であった．
また，1930年代初めより，各地において海鳥の繁
殖地や越冬海域が天然記念物とされ保護されてき
た（渡邉 2006）．しかしながら，日本には約 70種
の海鳥が生息するが（日本鳥学会 2000），その内
23種が何らかのレベルで環境省のレッドデータ
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ブックに掲載されている（環境省）．例えば，半世
紀前には 4万羽を越えるウミガラスが天売島に繁
殖していたとされているが，現在では僅かに 10数
羽が繁殖するのみである（北海道海鳥センター）．
この繁殖数の減少の原因については，日本海のサ
ケ・マス流し網による混獲が考えられているが，
その詳細は今となっては明らかではない (Osa &

Watanuki 2002)．適切にモニタリングを行っていれ
ば，海鳥の保全や管理に関する提言を素早く提案
することができるはずである．
海鳥の繁殖に関する長期間のモニタリングは世
界中で行われている．一つの国において数十種の
海鳥の繁殖状況が数十箇所で同時に継続してモニ
タリングされている例も数多くある（表 1）．アメ
リカでは，アメリカ内務省魚類野生生物局
(USFWS) が中心となり，アラスカ地域だけでも，
21箇所において 19種類の海鳥の繁殖モニタリン
グ（繁殖個体数，繁殖成績および海鳥の餌生物）
が 20年間以上行われている (Dragoo et al. 2001)．
また，カリフォルニア海流の流域にある 3つの海
鳥繁殖地では，USFWSの協力のもと民間調査会
社である PRBOが中心となり，11種類の繁殖モニ
タリング（繁殖成績および海鳥の餌生物）が 30

年以上続けられている (Sydeman et al. 2001)．
Lewis et al. (2001) によれば，イギリスおよびアイ
ルランドには，シロカツオドリだけでも 17箇所の
繁殖モニタリングサイトがあり，最も古いところ
では本種の繁殖個体数が 100年以上記録されてい
る．イギリス環境研究機構に属する生態水理研究
所 (CEH) では，スコットランドのメイ島を拠点に
ウミガラス，ニシツノメドリ，ミツユビカモメの
繁殖モニタリングが 30年以上継続されており，海
鳥の繁殖と海洋環境および餌生物資源変動との関
連に関する報告が数多くなされている (Frederiksen

et al. 2004, Wanless et al. 2004, Wanless et al. 2005)．
南極地域においても，各国の南極観測隊が運営す
る多数の繁殖モニタリングサイトがあり，ペンギ
ン類やアホウドリ類などの海鳥の個体数，繁殖成
績，海鳥の餌生物等が 30年以上モニタリングさ
れている (Barbraud & Weimerskirch 2001, Micol &

Jouventin 2001, Ride & Croxall 2001, Croxall et al.

2002)．カナダやノルウェーにおいても，政府機関
の協力の下，30年以上にわたりエトピリカ，アメ
リカウミスズメ Ptychoramphus aleuticus，ウトウ，
ウミガラス，ニシツノメドリ等の繁殖モニタリン
グが継続して行われている (Bertram et al. 2001, Du-

rant et al. 2003, Gjerdrum et al. 2003)．

海外の海鳥繁殖モニタリングの多くは，各国の
政府機関が中心となり進められているが，現場で
作業に当たるのは大学職員，大学院生とそのアシ
スタントに加え，民営調査会社，ボランティア等
である場合が多い．アメリカでは政府機関である
National Oceanic and Atmospheric Administration

(NOAA) によって進められている海鳥繁殖モニタ
リングプログラムに多くの民間人，特にアマチュ
アバードウォッチャーやボランティアの人々が参
加している（金澤　智 私信）．アメリカでは，長
期の海鳥繁殖モニタリングの意義は，海鳥の生態
に関する基礎科学的知見あるいは海洋生態系の理
解や環境保全管理に重要な情報を得ることに限ら
ない．NOAAのプログラムのように野生動物に興
味を持つ多くの民間の人々が繁殖モニタリングに
参加することによって，自分の興味や趣味を国家
事業としての生態系保全に活かす機会となる（金
澤　智 私信）．また，モニタリングログラムに参
加した経験がキャリアとみなされることで，これ
らの人々が他の保全事業への参加しやすくなった
り政府機関への就職の機会が増えたりすることも
ある（金澤　智 私信）．
一方，日本においては，海鳥の繁殖モニタリン

グは，鳥の研究を職業としている大学の教員や将
来研究者を目指している学生のみによって取り組
まれている．日本の政府や行政が主導となっての
海鳥繁殖モニタリングの体制づくりは全く進んで
おらず，専門家でない民間の人々が海鳥の繁殖モ
ニタリングに参加することは困難な状況にある．
というのも，これらの繁殖モニタリングは，長期
間無人島に滞在したり，繁殖期の経過を観察した
りする必要があり，誰でも手軽に参加できるもの
ではないからである．そのため，我が国において
海鳥のネットワークを作るためには，研究者によ
る繁殖モニタリングだけではなく，アマチュアの
バードウォッチャーやボランティアの方も参加で
きる海鳥の分布や出現個体数に関するモニタリン
グ手法を提案する必要がある．ここでは，市民が
誰でも参加できる 2つの海鳥モニタリング手法を
提案する．①海岸漂着海鳥調査や海岸からの海鳥
類ウォッチング，および②フェリーを用いた海上
センサスである．
海岸漂着海鳥調査は市民が容易に参加できるた
め，世界中で行われている (Newman et al. 2007a)．
海鳥の死亡要因には，油汚染，混獲 (Robertoson

& Gales 1998, Melvin & Parrish 2002)，化学物質汚
染 (Borgå et al. 2001, Burger & Gochfeld 2004)，プ
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ラスチック摂食 (Auman et al. 1998，Burger &

Gochfeld 2004) などの人間由来の原因や，気象条
件や飢餓 (Nevins et al. 2005, Scheffer et al. 2005)，
病気（ウィルス，バクテリア，菌類の感染や寄生
虫 ） (Work & Rameyer 1999, Friend et al. 2001,

Muzaffar & Jones 2004, Newman et al. 2007b)，赤潮
などの有毒藻類 (Shumway et al. 2003) などの自然
由来の原因がある．海岸に漂着した海鳥の死体か
ら，その死亡原因である油の流出，海洋汚染，栄
養ストレス，混獲などの重要な情報を得ることが
できる (Bayer et al. 1991, Camphuysen et al. 1999,

Forney et al. 2001, Heubeck 2006, Parrish et al.

2007)．漂着した海鳥の死因は，保全のための有用
な情報となる (Stephens & Burger 1994, Newman et

al. 2007b)．
海岸漂着海鳥調査はそのほとんどが民間組織主
導で行われ，作業従事者は専門知識を持たないボ
ランティアである場合が多い (Ford 2006, Newman

et al. 2007a)．地域によって手法や調査努力量や実
施頻度が異なったり，調査者によって死体発見率
など能力が異なったりすることから，調査の意義
や結果の科学的信頼性が議論されている (Ford

2006, Newman et al. 2007a)．しかし，これらは工
夫したプログラムやマニュアル (COASST)，あるい
は簡単な訓練によって容易に改善できる．例えば，
海鳥の死体の漂着が確認された場合，油が付着し
ている個体としていない個体とをきちんと識別す
ることで，その地域に生息する海鳥個体全体のう
ち油に汚染された個体の割合が推定でき，その生
態系への影響を見積もることが可能である (Piatt &

Ford 1996, Helm et al. 2006)．
長期間にわたる地道な海岸漂着海鳥調査の実施
によって，海鳥が晒されている海洋油汚染のリス
クやその保全策の有効性が明らかにされた例があ
る．1979–1991年に北海周辺で実施された海岸漂
着海鳥調査の結果，海岸に漂着したウミガラスの
うち，オランダでは 88%もの個体に油が付着して
いたが，シェットランドでは油が付着していた個
体は 18%であった (Camphuysen & Van Franker

1992, Furness & Camphuysen 1997)．これによって，
イギリス海峡や北海南部の大きな商業港や大型船
舶の航路周辺では油汚染が深刻で，北海北西部や
大西洋では油汚染のリスクが低いことが明らかと
なった (Furness & Camphuysen 1997)．さらに，こ
の北海での海岸漂着海鳥調査によって，沿岸では
1980年以降，油汚染が局所的に減少してきたこと
が明らかにされ (Heubeck 1991, Camphuysen 1995,

Seys et al. 2002)，行政による淦水（汚水）受入施
設の建設や油輸送の監視体制の強化といった対策
が，油流出による海鳥や海洋生態系汚染の予防に
効果的であったことが証明された (Averbeck 1991,

Camphuysen 1998, Fleet & Reineking 2000)．
海岸漂着海鳥調査を実施するのと同時に，海岸
からの海鳥類の観察を行うことも，容易かつ有効
なモニタリングとなる．海岸には多くの海鳥，特
にカモメ類が多く出現する．海岸からの観察に
よって，例えば，それらの国内での新たな生息域
や分布の確認ができ（加藤ら 2009），毎年同じ場
所で観察を続ければ，年ごとの出現数や時期の変
化など，環境変化との関係も予測できるだろう．
海岸漂着海鳥調査ほど認知はされておらず普及
も進んではいないが，フェリーを用いた海鳥の分
布や個体数センサスも，海鳥の保全や管理に必要
な情報を得る上で有効な方法となりうる．日本環
境災害情報センターと日本海鳥グループは，伊勢
湾の鳥羽と伊良湖を結ぶフェリー航路を利用して，
市民を対象としたワークショップを行い，フェ
リーを使った海鳥センサスは，海鳥に興味のある
人であれば誰でもできる海鳥のモニタリングであ
ることを示している（日本環境災害情報センター
2007）．津軽海峡フェリーの函館 –大間航路では，
学生を中心とした市民グループにより，2006年 10

月より月 1�2回のセンサスが継続的に行われてい
る．その結果，この海域においてこれまで明らか
でなかった，いくつかの希少種を含む多くの海鳥
類の出現数や分布のパターンあるいはそれらの変
動が明らかになりつつある（倉沢康大・平田和彦
私信）．また，学生や大学教員によって，2004年
4月から現在まで月 1回の鳥羽 –伊良湖航路での
伊勢湾フェリーを利用したセンサスが行われてい
る．これによって，この海域では毎年 5–7種の海
鳥が出現し，冬季に出現数が増え，特にオオミズ
ナギドリの出現数が毎年増加していることが明ら
かになりつつある（日本海鳥グループ 2009）．

お わ り に

猛禽類を対象とした市民レベルでの個体数や分
布の調査が，猛禽類を監視する広域ネットワーク
に発展したり，保全のためのデータベースとして
活用されたりしている例がある．70年以上前に少
数の自然愛好家により開始された，アメリカの
ホークマウンテンでの秋のタカ類の渡りの観察は，
現在ではアメリカ大陸各地で定期的に実施される
猛禽類観察へと発展し，観察データは猛禽類の個
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体群動態の評価に使用されている (Gill 2007)．海
鳥においても同様に，海岸漂着海鳥調査やフェ
リーを利用したセンサスが，監視ネットワークに
発展したり，保全のためのデータベースの構築に
つながったりすることが期待される．それら 2つ
の海鳥モニタリングの普及のため，日本海鳥グ
ループは，市民を対象とした函館 –大間航路と鳥
羽 –伊良湖航路においてフェリーセンサス講習会，
愛知県田原市の海岸にて海岸漂着海鳥調査講習
会，函館にて海岸漂着海鳥調査で回収される海鳥
死体の解剖の講習会を実施した．2009年秋から
は，日本海鳥グループ主催のセンサス講習会に参
加された方の中の数名が，函館 –大間航路での定
期的なセンサス活動に参加するようになった（倉
沢康大・平田和彦 私信）．日本列島沿岸には，天
然記念物を含む海鳥の繁殖地が点在しており，そ
れらの海域は多数の離島間フェリーや長距離フェ
リーの航路となっている．これらのフェリー航路
を活用して海鳥センサスを定期的に，そして継続
的に行えば，国内に生息する多くの海鳥の分布や
個体数変動についての情報が網羅的に蓄積できる
だろう．個人や団体が実施したセンサスのデータ
の情報発信と統合のため，データベースを構築し，
海鳥保全ネットワークの体制を整えることが急が
れている．このようなデータベースやネットワー
クは，タンカー事故などにおける海鳥保全の緊急
時の対応を可能とするだけでなく，地球規模で起
こっている温暖化に代表される環境変動のモニ
ターとしても重要な役割を果たすだろう．

本総説は，第 36回太平洋海鳥グループ (Pacific

Seabird Group) 年次会議に併せて 2009年 2月 22

日に函館にて開催された公開シンポジウム「海鳥
の目から海洋を見る」における講演内容をもとに
執筆された．シンポジウムの開催にあたり，函館
市および競艇の交付金による日本財団の助成を受
けた．講師招聘費の一部は文部科学省科学研究補
助金 (no. 18651111) による．シンポジウムの開催
準備および運営に際し，オレゴン州立大学の鈴木
康子氏，北海道大学大学院水産科学院の峠佳菜子
氏，平田和彦氏，越智大介氏にご協力いただい
た．名古屋市立大学の金澤　智氏には原稿を読ん
でいただき，有益なコメントをいただいた．早矢
仕有子氏と 1名の匿名査読者および編集者には，
数多くの有益なご指摘をいただいた．これらの
方々に深く感謝申し上げる．

摘　　　要

海洋資源を持続的に利用するためには，生態系
を考慮したマネジメントが必須である．そのため
には，生態系を構成する各要素について膨大な情
報を収集し統合しなければならない．しかし，そ
れはかなり困難であるので，効果的な生態系変化
のインジケーターを使うことが重要である．海鳥
は気候変化にともなう海洋生態系変動，および海
洋環境汚染の便利なインジケーターであると信じ
られている．本論文では，1) 気候変化による海洋
生態系変動に対する海鳥の反応，2) 海岸に漂着し
た海鳥の海洋油汚染インジケーターとしての有効
性と海洋汚染の海鳥に対する潜在的インパクト，
3) アホウドリ類の現状と保全，特に延縄による混
獲についてレビューする．さらに，4) 世界におけ
る海鳥モニタリング活動と我が国における海鳥モ
ニタリングの現状について紹介する．最後に，海
鳥保全ネットワークの形成に関する提案をする．
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